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Discussion
Future perspectives from the view of radiation effects
*Tetsuo Yasutaka, *Yuzo Mampuku (1. AIST, 2 NARO)
放射線影響分科会は福島事故後、放射線被害と社会混乱を最小限にとどめることを目指し、放射線被ばくのリス
クをめぐる情報の整理と一般の人との対話を継続してきました。事故9年を迎えた現状においても、環境修復と被
ばく線量低減化対策、住民の被ばく線量の再構築、また除染により除去された土壌等に関連しても多くの残され
た課題があります。本企画では分科会に関わる３部会（分野）での企画や一般発表を中心とした動向を総括する
とともに、飯舘村長泥地区での再生利用実証事業例も参照しながら、行政側および専門家側の双方の立場から住
民との協働・合意形成における課題について理解を深め、今後の分科会のあり方について議論を行います。


